
☆ 避難訓練 「天災は忘れた頃にやってくる」 福井震災から 7４年目   

☆ 避難訓練を終えて 児童の感想から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校では、教職員が「通うことが楽しい学校づくり」をめざして、 

「わかる」「できる」を子ども達自身が実感できる授業づくりに取り 

組んでいます。その中で今年度、「楽しい授業を創造するナインマト 
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 1948 年(昭和 23 年)6 月 28 日、午後 4 時 13 分に坂井平野を震源とする福井地震が起こりました。空襲による戦

災からようやく復興の兆しが見えていた福井市では、死者約 3700 名、負傷者 22000 名、倒壊した家屋 36000 戸

と大きな被害がありました。しかし、全国からの救助隊派遣や救援物資、そして何よりも福井市民の献身的な復興

作業により「不死鳥のまち福井市」を掲げ、現在のまちづくりが行われ、今は北陸新幹線開業に向けて新たな発展

も期待されます。 

 6 月 3 日(金)に、地震発生後の家庭科室からの出火を想定して避難訓練を行いました。どの児童も真剣に訓練に

取り組み、放送から 3 分以内に校庭に避難することができました。海岸に面する越廼地区では地震による津波、台

風などの強風や高潮などが予想され、児童の安全を優先しながら、災害に備えています。6 月 25 日(土)には、授業

参観後に大雨による土砂災害発生を想定した緊急時児童引き渡し訓練も実施予定です。これを機会にご家庭でも災

害時の避難･集合場所や連絡方法などについてご家族でお話をすることもお願いしたいと思います。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

緊急地震速報とともに机の下に ハンカチを口に、速やかに教室から避難 避難指示から3分以内に避難完了 

【１年生】きょう、ひなんくんれんでしゃべらずにほうそうをきけました。こうちょうせんせいのはなしをきいて、ちょっとこわいな

とおもいました。ほんとうにおきたときはじしんがとまるまでつくえのしたでかくれたいです。   

【２年生】わかったことは、74年前に福井で大きな地しんがあって、わたしも大きな地しんがあったら、自分を守ろうと思いました。

一人になったときは「お・か・し・も」を守ろうと思いました。 

【３年生】日ごろから災害のことを考えないといけないし、もし子どもだけだったら、もしかしたら一人かもしれないのでしっかり

と準備をしたいです。むかし、福井県でも大きな地震があったことを校長先生からお聞きしたので、もしも災害が起きても生き延

びられるようにしたいです。 

【５年生】今日、避難訓練があって、１～4年生のときと同じでおさない、かけない、しゃべらない、もどらないを守れたので本当に

地震があっても守れるようにしたいです。もし本当に地震があっても大丈夫なように避難する場所や家族と離れていたらどうする

かを話し合いたいです。そして、今日の避難訓練のことを家族で話し合って大丈夫なように準備をしたいです。 

【５年生】今日避難訓練を行ってびっくりしたことやわかったことが２つあります。一つめは震度６だと立っていられないし、しゃ

がむところがるほどだということです。今日はゆれなかったけれど、実際に地震にあった人は、そのゆれにたえて大変だと思いま

した。二つめは、74年前の大きな地震があって福井はぼろぼろになったけれど、あきらめずに福井を立て直してすごいと思いまし

た。今日は素早く行動できたし、「おかしも」も守れてよかったです。今日のことを家族にも話して、もしもの地震に備えたいです。 
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☆ へき地複式校合同 中学年社会科校外学習 クリーンセンター・防災センター

見学   

☆小規模校合同授業始まる 初回はオンラインでの学校紹介・学習交流から 

本校では、昨年度から授業だけではなく、委員会や学校行事などあらゆる機会を通じて ICT 機器活用を図り。

自らの考えをわかりやすく表現、発信する手段としての活用能力を高めています。子ども達にとって、今やタブ

レットはなくてはならない文房具の一つであり、「習うより慣れろ」の姿勢で活用するため、その能力の高まり

にも目を見張るものがあります。今年度は、どんな場面でもとりあえずタブレット利用から一歩推し進めて、最

も効果的に表現、発信するための手段としてのタブレット活用を念頭に置いて教育活動に取り組んでいきます。

また昨年度の自分だけでなく同学年だった上級生、越廼という地区を飛び越えて市内外他校の小学生との作品交

流やデータを比較しての学びの変容を自らが確かめ、ふり返る手段としても利用していきたいと考えています。 

また、昨年度、近隣の殿下・国見・長橋小や山間部の大野市阪谷小、そして水仙交流での岐阜県安八町牧小を

相手にオンラインで行った交流学習・交歓活動をさらに回数を増やし、またより多くの学校と同時に繋がりなが

ら新しい学習活動実践の場として設定していきたいと考えています。日々の学習活動や学校行事の様子は、本校

ＨＰ-ムページにて積極的に公開、発信していきますので、定期的な閲覧をお願いします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年…生活科「わかめ」の学習発表  中学年…総合的な学習 越廼クイズ発表  高学年…道徳 正直な行動の大切さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東山クリーンセンター ごみピット見学       市防災センター 室内での地震体験   市防災センター 地震時の安全確保 

 本校では、今年も近隣の小規模校殿下・国見・長橋の三小学校と合同授業を継続します。昨年までの交流学

習の成果を生かし、さらなる充実を願ってさまざまな計画を立てていますが、初回は新型コロナ感染対策のた

めオンラインで行うことになりました。 

 １・２年生は、生活科での体験学習「わかめ採り・わかめ干し」を生かして自分達が調べたわかめの種類や調

理法などを手描きの資料を手にしっかりと見せながら画面越しに越廼の海の恵みについて発表していました。   

３・４年生は、学校紹介と合わせて越廼地区に関するクイズを作成し、解答してもらうことでより越廼のよ

さに気付いてもらえるよう発表しました。水仙の球根やガラガラ山キャンプ場、そして民俗行事あっぽっしゃ

など、幅広いクイズに越廼らしさがよく出ていて、盛り上がりました。 

５・６年生は、一人一台のタブレットを手元に置いて、「見えた答案」を題材に正直で素直な行動について、

考えを深めました。正直に言ってよかったという経験を出し合い、店員がおつりをまちがえて渡してきたとき

にどうするなど、場面に応じて取る自分の行動が多数派なのか、少数派なのか、瞬時に回答を集計した結果を

タブレット上で見ることで確認することができました。新しい授業への試みということで意欲的な授業でした。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 ６月１５日(水)に殿下・長橋・本郷・一乗小と合同で社会科「すみよいまちづくりのために」の学習の一環と

して市クリーンセンターと防災センターへ見学に出かけました。クリーンセンターでは、ごみの分別がなぜ必

要なのかを事前学習で考えた上で、実際にごみがどのように処理されているのかを確かめることができました。  

また防災センターでは、福井震災のパネル展を見学した上で、起震装置のある部屋で震度６の地震を体験し、

その怖さと普段からの備えの大切さを考えることができました。 

校外学習では短い時間ではありましたが、昼食時間で他校児童との交流活動も行われました。普段、大人数

で行動したり、学習する機会が少ない中で、今後の授業やオンラインでの交流へもつながる活動となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

    


